
茨木市役所 高齢者支援課
社会福祉法人慶徳会

医療法人恒昭会藍野病院



総 人 口 280,856人 (H29.４末現在)

65歳以上 65,792人

高齢化率 23.43％

茨木市の概要

大阪府の北部（北摂地域）に位置している。

山間部（農林地帯）や開拓地（新興住宅地）がある。

面積 76.49Km２

日常生活圏域数 ７圏域

地域包括支援センター ６か所

認知症地域支援推進員数 ２人

（H25 医療系１人/H28 介護系１人追加）

介護保険料

4,940円

認定率

17.1％（H29.2）
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１ 地域における支援体制の構築

２ 認知症の人とその家族を支援する体制構築

３ 認知症の人の家族に対する支援

４ 認知症への理解を深めるための普及・啓発

５ 認知症関連施策に関することの情報提供と提案

認知症地域支援推進員の業務内容4



【資料１】 

いばらきオレンジかふぇの分類（市独自） 

 啓発型 地域(住民)型 専門(機関)型 

目的 

オレンジプラン：Ⅳ 認知症の人の介護者への支援 

認知症の人やその家族が、地域の人や専門家と相互に情報を共有し、お互いを理解しあう場 

「認知症を正しく理解する」 

「地域で支える」啓発の場 

「居場所となり温かく見守る場」 

「気軽に相談できる場」 

医療、介護施設等で定期的に専門職

が相談に対応する場 

効果 
認知症の理解を深めることができる 

 

安心できる居場所となる 

社会と関わりを持つことができる 

専門的アドバイスを受けることがで

きる 

主体 茨木市 地域住民 専門職(所属職員) 

運営 

（市）認知症地域支援推進員 

（ボ）登録認知症サポーター 

認とも 

（ス）地域住民 

（市）認知症地域支援推進員、包括 

（ボ）登録認知症サポーター 

認とも 

（ス）専門職(所属職員) 

（ボ）登録認知症サポーター 

 

内容 

①ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講座 

②ｹｱﾊﾟｽ講座・広報活動 

③模擬カフェ 

①推進員ミニ講座（3／年） 

②出前講座など自主メニュー 

③交流会 

①学習（毎回） 

②当事者・介護者へのアドバイス 

③交流会 

 



現在、茨木市内には

１３か所の

いばらきオレンジかふぇ

・地域（住民）型 ９か所

〈※啓発型カフェからの移行あり〉

・専門（機関）型 ４か所

（平成２９年４月現在）
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啓発型カフェ

始まりは、介護保険施設より、

「山手の地域で近隣に交流の場が少ない為、

施設の場所を使って、住民に交流して

もらいたいがどのようにしたらいいだろう？」

との問い合わせが入ったことから始まった・・・
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啓発型カフェの主体は
「市」

【第１部】 脳若返り教室 全８回の取り組み

【第２部】 お茶会（交流会）

※ 認知症地域支援推進員が、お茶会（交流会）の進行を行った。

① 認知症の気づき？ 最近物忘れが増えてきたかな？

② 地域の中の交流の場を知っていますか？ 参加してますか？

③ 自分たちで今後したいなと思っていることを教えて下さい。

④ 自分たちで、どんな「集いの場」をつくりますか？

カフェのイメージを持ってもらう為に‥
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Orange Ring

地域住民主体
の

カフェ誕生！
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Orange Ring

地域（住民）型カフェの取組み11



（広報用として写真掲載の許可を頂いています）
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“

”

地域（住民）型カフェの取組み
13



いばらきオレンジかふぇmap14



認知症地域支援推進員

Ａ 医療・介護等の支援ネットワークの構築

Ｂ 認知症対応力向上のための支援

Ｃ 相談支援・支援体制の構築
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各種ワーキングでは

医師・看護師

院内だけではなく、

臨床心理士・作業療法士

栄養師・ソーシャルワーカー

医事課担当者が

認知症ケアの向上を目指す

地域全体での
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認知症地域支援推進員

17



ケアパス

認知症施策推進５か年計画（オレンジプラン）

「標準的な認知症ケアパスの作成・普及」に基づき、

認知症施策に関する連絡会で協議し

H27.3（平成 2 6年度）に初版の認知症ガイドブックを作成

平成26年度の完成を目指す

認知症施策に関わる多職種のなかで話し合い

市と医師会、既存の協力関係も生かして作成

いばらき認知症ガイドブックが完成
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ケアパス 認知症ガイドブック：専門職向け
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ケアパス 認知症ガイドブック：専門職向け

• 認知症ガイドブック

• 平成26年度（H27.3） 医師会発行 保健医療課

• 平成28年度（H29.3） 茨木市発行 高齢者支援課
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ガイドブック完成後に検討したこと

もっとわかりやすくシンプルなものが必要では
ないか

そもそも認知症疾患の経過が分るようにする必
要があるのではないか

さらに多職種からの意見収集（内容・デザイン）

が必要ではないか

ガイドブックとの統一性

オレンジダイヤルの電話対応や個別相談対応を通して

住民向けのケアパスの早期の必要性

◆◆住民向けをつくるなら◆◆
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ケアパス 認知症サポートブック：住民向け

全年齢を対象として字体やデザインで親しみやすさ

を考慮

市内社会資源の変化も考慮し、内容は更新制
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ケアパス 認知症サポートブック：住民向け

資源の詳細については既存のサービスの手引書を

利用するきっかけとなるように

インデックスのような分りやすさ
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ケアパス 認知症サポートブック：住民向け

 認知症サポートブック

 平成27年度（ H 2 7 . 9）

医師会発行高齢者支援課

 平成28年度（ H 2 8 . 1 1）増刷

 平成29 . 3月内容更新

茨木市発行高齢者支援課
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課題

イベントなどでも広く配布できたが…

市民の使い勝手の確認ができていない

今後どのようなコミュニティーに働きかけ

ていき、意見を収集するかを検討する必要

がある
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今後の活動・取り組みの方向性

今後も啓発活動を強化

ケアパスを活用した介護者世代へのアプローチ

若年性認知症対策を検討するために情報収集

医療系・介護系と推進員が2名体制になったことで、

これまで行っていた地域包括支援センターへの定期

訪問回数の調整をし、それぞれの専門分野から対応

力向上の支援

認知症ライフサポート研修や認とも育成・支援に関

する調整・企画の協力実施
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ご清聴ありがとうございました
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